
Ⅰ．決算の状況Ⅰ．決算の状況Ⅰ．決算の状況Ⅰ．決算の状況 (単位:千円)

①　＜一般会計＞

29年度 28年度
27年度
（参考）

増減額
（29-28）

増減率
（同左）

73,447,536 72,999,543 69,780,465 447,993 0.6

71,878,544 71,145,881 68,000,186 732,663 1.0

1,568,992 1,853,662 1,780,279 △284,670 △15.4

815,345 1,277,307 1,075,559 △461,962 △36.2

753,647 576,355 704,720 177,292 30.8

576,355 704,720 778,713 △128,365 △18.2

177,292 △128,365 △73,993 305,657 △238.1

740,780 712,043 645,266 28,737 4.0

14,438 204,000 276,158 △189,562 △92.9

837,655 17,077 90,000 820,578 4,805.2

94,855 770,601 757,431 △675,746 △87.7

②　＜特別会計＞

 収  入  額  支  出  額 収支差引額 繰越すべき  実質収支額 前年実質 単年度収支

(A) (B) (A)-(B)=(C)  財源  (D) (C)-(D)=(E) 収支額(F) (E)-(F)=(G)

国 保 25,237,242 23,762,206 1,475,036 － 1,475,036 1,231,633 243,403

後 期 高 齢 2,646,089 2,641,570 4,519 － 4,519 3,469 1,050

介 護 保 険 13,029,204 12,917,026 112,178 － 112,178 315,519 △203,341

中 小 企 業 31,150 30,862 288 － 288 389 △101

農 業 共 済 13,248 13,172 76 － 76 127 △51

鴻 池 財 産 区 11,060 11,022 38 － 38 885 △847

荒 牧 財 産 区 15,967 15,925 42 － 42 678 △636

新 田 中 野
財 産 区

9,494 9,462 32 － 32 521 △489

合   　 計 40,993,454 39,401,245 1,592,209 － 1,592,209 1,553,221 38,988

③　＜公営企業会計＞

（総収益） （総費用） (純利益・損失）
（当年度未処分利益剰余

金又は当年度未処理欠

損金）

(前年度繰越利益剰余金

又は前年度繰越欠損金）

(当年度繰越利益剰余金

又は当年度繰越欠損金)

病 院 事 業 11,914,284 12,014,971 △100,687 － △5,712,627 △5,611,940 △5,712,627

水 道 事 業 3,708,671 3,364,380 344,291 － 1,181,428 560,010 617,127

工業用水道事業 352,555 285,287 67,268 － 399,250 331,982 60,000

下 水 道 事 業 4,768,890 4,357,545 411,345 － 794,561 6,370 786,846

交 通 事 業 2,299,958 2,282,066 17,892 － △408,810 △426,702 △408,810

モーターボート
競 走 事 業

11,029,718 10,930,871 98,847 － 229,294 130,447 108,294

合   　 計 34,074,076 33,235,120 838,956 － △3,516,904 △5,009,833

                                          ※企業会計は、仮受･仮払消費税を除く

     (G)+(H)+(I)-(J)

       区           分
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11 実 質 単 年 度 収 支  (K)

10 積立金とりくずし額    (J)

 9 繰 上 償 還 金        (I)

 1 歳 入 総 額           (A)

 4 翌 年 度 へ 繰 り 越

 3 歳入歳出差引額(A)-(B)=(C)

 2 歳 出 総 額           (B)

 8 積  立  金            (H)

 6 前 年 実 質 収 支     (F)

 5 実 質 収 支   (C)-(D)=(E)

   す べ き 財 源        (D)

 7 単 年 度 収 支(E)-(F)=(G)
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Ⅱ．主な財政指標（普通会計ベース）の推移Ⅱ．主な財政指標（普通会計ベース）の推移Ⅱ．主な財政指標（普通会計ベース）の推移Ⅱ．主な財政指標（普通会計ベース）の推移 （単位：％、千円）

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 29－28

（29/28）

経常収支比率 95.1 94.6 94.0 93.9 94.4 0.5

人件費 25.6 25.2 25.2 24.9 25.6 0.7

扶助費 14.1 14.2 14.9 14.4 14.9 0.5

公債費 18.2 20.9 15.8 16.5 16.6 0.1

物件費 15.6 12.6 15.2 14.1 14.1 －

維持補修費 0.9 0.8 0.7 0.9 0.7 △0.2

補助費等 11.7 11.5 11.5 12.4 11.9 △0.5

貸付金 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 －

繰出金 9.0 9.4 10.5 10.7 10.7 －

財政力指数 0.84 0.83 0.83 0.83 0.83 －

財政調整基金現在高 6,240,924 6,457,453 7,012,719 7,707,685 7,610,810 (98.7)

国民健康保険事業特
別会計勘定分を除く 5,693,143 5,960,197 6,400,372 7,095,338 7,610,810 (107.3)

地方債現在高 65,460,803 64,471,756 62,947,645 62,396,949 60,647,257 (97.2)

普通債(*) 36,498,765 35,073,955 32,159,104 30,733,901 28,344,272 (92.2)

特例債(*) 28,962,038 29,397,801 30,788,541 31,663,048 32,302,985 (102.0)

標準財政規模 38,457,880 38,618,875 39,545,241 40,030,324 40,550,291 (101.3)

＊ 普通債とは、特例債以外の地方債をいう。
＊ 特例債とは、臨時財政対策債、減収補てん債、減税補てん債、臨時減収補てん債の合計をいう。
＊ 端数処理のため、合計額が一致しない場合がある。

Ⅲ．財政健全化判断比率Ⅲ．財政健全化判断比率Ⅲ．財政健全化判断比率Ⅲ．財政健全化判断比率 （単位：％）

Ｈ28 Ｈ29 差

実質赤字比率 － － －

連結実質赤字比率 － － －

実質公債費比率 8.5 7.1 △1.4

将来負担比率 4.9 － △4.9

資金不足比率 － － －

　病院事業会計 － － －

　水道事業会計 － － －

　工業用水道事業会計 － － －

　交通事業会計 － － －

　下水道事業会計 － － －

　モーターボート競走事業会計 － － －

＊ 実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比率及び資金不足比率については該当なし

・経営健全化基準 20.0%

長期借入金残高　390,000千円

長期借入金残高  161,000千円

・早期健全化基準 11.44％
・財政再生基準　 20.00％

・早期健全化基準 16.44％
・財政再生基準　 30.00％

・早期健全化基準 25.0％
・財政再生基準　 35.0％

・早期健全化基準 350.0％
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